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効率的な知識の抽出と知識の洗練とを実現するものであり 次に示す 4 項目に集約される O
(1) 問題解決における操作の型 (operation type) の分類結果に基づく知識表現「専門家モデノレ」。
(2) 問題解決で使われる操作の型を事前知識として知識ベースを構築する対話的知識抽出の方法(プリ
ポスト法)。




















のぞく (1)(2)(3)項目は，逐次型推論マシン PSI-II上に実現され (1)(2)項目は実験的にその機能の検
証を成し得たと考えるO
論文審査の結果の要旨
エキスパートシステムを構築するためには，専門家などの知識源から専門知識を獲得しなければなら
ないが，これは容易な作業ではない。本研究は，問題解決向きの知識表現を用いることにより効率的な
知識の抽出と知識の洗練を実現する新しい手法を研究するO その結果は，
(1) 問題解決における操作の型を分類した結果に基づく知識表現「専門家モデル」。
(2) 問題解決に用いられる操作の型を事前知識として知識ベースを対話的に構築する手法「プリポスト法」。
(3) 事例から知識獲得を行う際の帰納的一般化による知識推定と知識推定を用いる提案誘導型知識獲得
のためのアーキテクチャ。
(4) 操作の型という枠組みを用いた操作機能実現性の観点からの知識の不備の検出，その不備を解消す
る知識の洗練法。
に要約される O
これらのアイデアを用いて逐次型推論マシン PSI-II上に知識獲得システムを構築し，実例に適用
することによりその有効性を検証した。
このように本論文は人工知能の分野に新しい知見を与えたもので，工学博士の学位論文として価値
あるものと認める O
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